
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成１７年１１月１日  

議題について 

社会実験は１月に実施予定 

高橋委員長の進行により議題が進められました。以下その内容を掲載します。 

 
（１） 社会実験実施項目と体制（案）について 

実験を実施するまでには、大きく分けて２つのステップがあります。１つ目のステップは「実

験実施計画書作成に伴っての調整」です。具体的な実験内容をとりまとめた計画書を作成する

ための調整事項と各委員の役割について説明がありました。 

工業団地入口交差点の右折レーン延長などは、実施内容が明確であるので調整の段階ではな

く、具体的な実験準備を始めます。一方で、企業間合同企業バスの運行や水郷田名地区におけ

る交通規制などについては、詳細な調整が必要として作業を進めます。 

２つ目のステップは「実験実施計画書確定後の実験準備」です。計画書によって具体的な実

験準備を進めるための項目と各関係委員の役割について 

説明がありました。 

 具体的な項目としてはバスや運転手の確保、駐輪場 
用地の確保、交通規制標識の手配やＰＲ活動の方法な 

どについて、準備を進めることとなりました。 

 
（２）実施スケジュールについて 

今後のスケジュールとしては、次回の委員会の１１ 

月下旬頃までに実験実施計画書（案）を策定して、引 

き続き実験の準備、及びＰＲ活動を進めていき、１月 

下旬頃に社会実験を実施する予定です。 

 第８回 TDM 推進委員会が、平成１７年９月１２日（月）午後２：００より、ウェルネスさがみ

はら視聴覚室で行われました。 

今回は、社会実験の項目を抽出した前回の委員会のおさ 

らいをした後に、社会実験の項目と実施体制、今後のスケ 

ジュールの説明が事務局からありました。 

社会実験の項目が非常に多く、現在の進捗率が低いこと 

から、社会実験の実施予定日を１１月から１月へ延期する 

こととなりました。 

実験の実施にあたっては、委員の皆さんのご協力が不可欠 

ですので、これからの協力体制が重要となってきます。委員 

の皆さんも積極的に各項目について取組んでいただくこととなりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  主な意見交換は次のとおりです。 

・ 右折レーンの実施や信号現示の調整は実験として行うのか。あるいは恒久的な施策として、

すぐに本格実施をするのか。 

⇒本格実施できるものは、実験を通さずに実施したい。また、その時期は他の施策との足並

みを揃えるのではなく、関係機関との調整が済み次第実施してもよい。 

・ バス・鉄道共同時刻表作成は、利用者は既に各自で作成しているのではないか。あまり効果

が期待できないのでは。しかし、あれば便利だとは思う。 

⇒さらに利用客を拡大するために必要だと考えている。 

・ 水郷田名地区での実験は、進捗状況が 50％ということは、住民を巻き込んだ計画策定が済

んでいるということか 

⇒現在は地元の役員会に全体像を理解してもらった段階であり、具体的な内容の確定はこれ

からである。 

 

（３）今後の進め方について 

  １１月下旬までに各社会実験メニューの実施計画書（案）を地元や関係機関と調整しながら

作成し、次回の委員会に諮ることとなりました。その後社会実験のＰＲ活動を開始して、実験

を行う予定です。 

詳しい会議録については、相模原市ホームページの「審議会等の情報」よりお入りください。

次回は１１月２２日（火）に開催。 

ＴＤＭ施策の抽出フロー 

編集・発行・お問合わせ：相模原市都市部都市交通計画課 

②②利利用用者者のの多多いい時時間間帯帯((朝朝・・夜夜))ののババススのの増増発発

③③主主要要駅駅とと田田名名地地区区をを結結ぶぶシシャャトトルルババスス運運行行  等等のの検検討討  

④④ババススとと鉄鉄道道のの  

  乗乗りり継継ぎぎ利利便便性性向向上上  

⑦⑦工工業業団団地地入入口口交交差差点点((上上溝溝

BBPP方方))ででのの右右折折レレーーンン延延長長  

⑨⑨高高校校入入口口交交差差点点のの押押しし

ボボタタンン式式信信号号化化  

⑩⑩高高田田橋橋際際交交差差点点のの  
  信信号号時時間間調調整整  

⑪⑪上上溝溝本本町町、、四四ッッ谷谷付付
近近、、工工業業団団地地内内のの路路上上駐駐
車車取取りり締締ままりり強強化化  

⑫⑫ササイイククルル＆＆  ババススラライイドド

⑬⑬ババスス停停施施設設((ベベンンチチ))のの

充充実実  

⑭⑭水水郷郷田田名名のの流流入入  

  制制限限((通通勤勤時時間間帯帯))  

⑮⑮迂迂回回路路のの安安全全対対策策  

⑯⑯道道路路のの美美化化活活動動  

⑤⑤市市職職員員のの出出勤勤時時間間調調整整  

①①企企業業間間合合同同社社員員ババススのの運運行行実実験験  


